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オーガナイザー
1）東京医科大学生理学第一講座
2）東京医科大学外科学第三講座
　去る平成16年12月17日に、東京医科大学病院・第
一教育研究棟の第一講堂において、第10回医科学
フォーラムが開催された。今回は、千葉大学で平成15
年4月に設置された「フロンティアメディカル工学研
究開発センター」脳機能計測解析研究部門の下山一郎
教授に、『油島連携一千葉大学のケース』と題した特別
講演を行っていただいた。講演内容を以下に要約す
る。
　千葉大学フロンティアメディカル工学研究開発セ
ンターは、千葉大学磯野可一学長の強力なリーダー
シップにより、21世紀を見据えた医療の更なる発展の
ため、予防・診断・治療・機能回復・脳機能解析など
多岐にわたる分野で、医学・工学・企業との連携を図
り、積極的に共同研究を行うために設立された。本セ
ンターは、新しい医療診断、治療、機能回復機器の研
究開発を重点目標とし、医学部・工学部・企業研究者
が連携して共同研究を進め、特許の取得・委譲や新し
い医用産業の創設が可能になることを目指している。
本センターは5つの研究部門とソフト・ハードの開
発・試作を行う開発設計試作工房室で構成されている
（図1）。研究部門は、1）生体情報計測解析研究部門
（電磁波・超音波と健康・予防医学等の研究開発）、2）
医用画像診断システム研究部門（各種医用画像情報
を統合した次世代定量診断システムの研究開発）、3）
手術・生体機能支援機器研究部門（マイクロロボット
による手術システム等の研究開発）、4）生体ナノ機能
材料研究部門（人工臓器・生体機能材料の研究開発）、
5）脳機能計測解析研究部門（新しい非侵襲的脳機能
計測法の開発研究と解析）で構成されており、専任の
教授・助教授、兼任教官、技術員ならびに特別研究員
などで運用されている。
　下山教授が担当されている「脳機能計測解析研究部
門」では、ヒトの高次大脳機能から基本機能までの神
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図3　ヒトの脳と心の働き
経の働きを、1）言語認知、絵認知、文脈認知、2）短
期記憶、ワーキングメモリー、3）注意、Go／Nogo、4）
姿勢制御、重心動揺、5）自律神経、6）鍼灸の中枢神
経系影響、7）眼球運動、8）小脳機能定量化などにつ
いて、背景脳波、誘発脳波、機能的MRI、重心動揺計、
タキストスコープ（VSG）、スペクトル解析などを用い
て、非侵襲的かつ統合的に解析している（図2）。これ
らによって、脳機能を脳とこころの両面より取り上
げ、新しい非侵襲i的脳機能計測法の開発研究と解析法
に取り組んでいる（図3）。具体例では、「犬」「猫」な
どの形態的な意味を持つ漢字と「無」「以」などの意味
を持たない漢字の問では、誘発脳波・機能的MRIなど
で機能する脳の部位が明らかに異なることが示され
た。
　約40名の参加者との間で、活発な質疑応答が行わ
れた。特に印象に残った事項としては、小泉首相が推
進する『聖域なき構造改革』の影響で、国立大学が独
立行政法人となり、千葉大学全体で約4億円の予算が
カットされたため、本センターの研究費は、文部科学
省などの研究費や企業からの寄付を独自に獲得しな
ければならない厳しい状況にあること、ベンチャー企
業を立ち上げようとしても、事務方の反対で思うよう
にできないこと、などの苦労話が披露された。従来よ
り本学では、基礎と臨床、あるいは企業との連携を積
極的に図っていく必要性が叫ばれているが、今回の講
演は参考になる点が多々あり、非常に有意義なもので
あった。
　　　　　　　　　　　　　　　（文責：土田明彦）
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